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＜ Menettes ＞ 
日時：２０１１年９月２０日（火）18：30～20：20 

会場：土佐堀ＹＭＣＡ９０２号室 

司会：奥田サト子メネット 

担当：交流事業委員会（岡野委員長、岩田、今村、灰谷、

水口） 

１．開会宣言・点鐘          小 森 三 省 会 長 

２．ワイズソング           一 同 

３．ゲスト紹介            司 会 者 

４．聖句朗読・メッセージ      坂本富子メネット 

５．食前感謝            坂本富子メネット 

６．晩餐と歓談           一 同 

７．ゲストスピーチ         前メネット事業主任  

2010年度メネット事業報告    坂本千春メネット 

８．ファンドオークション       

９．ＹＭＣＡニュース           小路清一連絡主事 

10. インフォメーション             岩 原 義 則 書 記 

11. 誕生日・結婚記念日         小 森 三 省 会 長 

12. ニコニコ                 司 会 者 

13. ＹＭＣＡの歌                   一 同 

14. 閉会宣言・点鐘           小 森 三 省 会 長 

例会プログラム 

http://page.freett.com/tosabory/ 

フ ラ 

奥田 サト子 メネット 
 
 8 月の例会はヴェクセルクラブと土佐堀クラブとの合同

納涼例会となり、ゲストには宝塚クラブ石田メンによる「フ

ラ」の歴史を聞く機会と「フラ」を見る機会がありました。

「フラ」と聞くと「フラダンス」を思い浮かべ、夏の踊り

と思っていましたが、フラは総合芸術であると同時に宗教

的な行為「フラ・カヒコ」でもあり、日本の能楽と同様、

単なるダンスや音楽の概念では捉えられないものであると

のことです。「フラ」の中にはダンスの意味も含まれていて、

専門家はフラダンスとは言わないそうです。1820年、キリ

スト教宣教師によって禁止されていたフラを復活させたの

は、カラカウア王の功績であります。19世紀以降、欧米の

音楽を取り入れ作られた新しい形式のフラが「フラ・アナ

ウア」です。例会の中で新しい形式のフラを披露していた

だき感動しました。題名が「カナカ バイバイ」（お金持ち）

の歌詞カードが配布され、その歌詞の意味が聖書の中に出

てくる一説と同じで驚きました。きっと聖書の一節を引用

したものでしょう。マタイによる福音書19章16節－22節

（マコ10.17-31、ルカ18.18-30）にあります。 

              

９月の強調テーマ 〈 Menettes 〉 

各クラブでメネット例会を企画し、国内プロジェクトへの理解を

深めましょう。 大澤玲子メネット事業主任（熊本ひがしクラブ） 

To acknowledge the duty that accompanies every right 
 

９月 

何事も思い煩ってはならない。ただ、事ごとに、感謝をもって祈りと願いとをささげ、あなたの求

めるところを神に申し上げるがよい。   ピリピ人への手紙 第４章６節  
聖 句 

●ク ラ ブ（主 題） “Once More We Stand” 

                   「いざ立て友よ、ワイズとともに」             小森 三省会長 

●国 際（主 題） “Audere est Facere － To dare is to do” 

「とにかくやろう － 成せば成る」    Finn A. Pedersen（ノルウェイ) 

●ア ジ ア（スローガン）“ Mission with Faith” 

            「信念をもって使命をはたそう」       Wichian Boonmapajorn（タイ) 

●西日本区（主 題） “Contribute to the Community through Active Services with Love” 

            「ワイズの原点、愛と奉仕で社会に貢献」    浅岡 徹夫（近江八幡クラブ) 

●中 西 部（主 題） 「であいで愛」                 清水 誠治郎（大阪西クラブ） 

主 題 



 
 
 

例会報告 

小路 清一 

土佐堀クラブ・ヴェクセルクラブ 合同納涼例会 

 

 今回の合同例会は、土佐堀・ヴェクセル両クラブメ

ン・メネット・マゴメットに加え、多くのゲスト・ビジタ

ーの皆さんの参加を得、総勢５５名と賑々しく実施するこ

とができました。また、小さなお子さんや２０代の女性も

たくさん参加頂き、華々しい雰囲気で会を持つことができ

ました。 

会は、先の震災で亡くなられた方々を思う黙祷の後、当

クラブ小森会長の開会宣言・点鍾に始まりました。ゲスト・

ビジター紹介の後、台湾で実施されたアジア大会の報告が

灰谷メンよりありました。その際、今回もお世話になって

いるレストラン「翔」のマネジャーの紹介がありましたが、

偶然にも元大阪クラブメンバーの錺（かざり）さんのご親

戚ということで驚きました。その後、ヴェクセルの小山メ

ンによる聖句朗読、三牧西日本区ファンド事業主任による

乾杯の言葉を頂きました。 

しばし歓談の後、中西部部長の清水メンから中西部主催

プログラムをご紹介いただき、いよいよ目玉プログラムで

ある宝塚クラブの皆さんによるフラダンスショーが始まり

ました。ジーンズアロハスタジオから２名（宝塚クラブの

石田由美子メンと生嶋恵美子様）関学三田キャンパスフラ

サークル「マハロ」から３名の若い女性、宝塚クラブのメ

ンバー、メネットの応援もあり、うっとりするウクレレの

音色と思いのこもった繊細かつ幻惑的な手足・身のこなし

で会場の誰もがうっとりと魅了されたパフォーマンスでし

た。宝塚クラブ副会長の石田メンから「アロハ」とは単に

挨拶だけではなく、あなたのことを思っています。助け合

いましょうなどのハワイアンの想いがこもった言葉である

ことも教わりました。最後には、場内全員でダンスを教わ

り、南国の人々の優しさを肌で感じたひと時でした。 

会は、ヴェクセルクラブ会長の松本メンによる閉会の辞

と点鍾で閉じましたが、合同納涼例会の名に相応しく、参

会された皆さんが笑顔で、南国ハワイの島風と優しい音色

の名残を惜しまれる様子が印象的でした。 
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役員会報告 

岩原 義則 

日時：2011年8月30日（火）18:30〜20:30 

場所：奥田事務所 

出席者：小森会長、岩田、岡野、奥田、工藤、永井、牧口、

道関、水口、岩原 

Ⅰ．報告事項 

１． 土佐堀クラブ・ヴェクセルクラブ合同納涼例会 

[8月23日（火） ラウンジ「翔」18:30〜20:30] 

出席者：<土佐堀>メンバー13名,メネット2名.ビジター 

2名,ゲスト11名,<ヴェクセル>メンバー5名,メネット 

1名,ビジター9名,ゲスト2名,<宝塚クラブ>メンバー 

4名,メネット2名,ゲスト4名,総合計55名メーキャッ

プ：2名（岩田、道関）出席率：15/18＝83.3％  

TOSファンド：ニコニコファンド：合同例会の為、なし 

内容：A) アジア大会報告：灰谷 

B) フラダンスとスピーチ(石田由美子メン 宝塚クラブ) 

２．アジア大会報告 出席者：灰谷、岡野 

３．中西部ＥＭＣフォーラム報告 

  出席者：小森会長、工藤、只野、灰谷、水口 

Ⅱ．協議事項 

１．9月例会[9月20日(火)18：30土佐堀YMCA902号室] 

２．10月例会[10月18日(火)18：30土佐堀YMCA902号室] 

例会担当：ファンド委員会（北村、奥田、坂本、永井） 

ゲスト：三牧 勉ファンド主任（茨木クラブ） 

BFファンド用古切手を収集します。ご持参ください。 

３．土佐堀YMCA地域活動支援の件 
  発電機購入し提供する 費用 50,000円 
４．大阪YMCA第 17回ﾁｬﾘﾃｨｰﾗﾝ 2011第 2回実行委員会 
  [8月30日(火)19:00-土佐堀YMCA]出席者：只野 

抽選券協力 45枚(No.331〜375)1セット(3枚)1000円 
５．中西部Y・Yフォーラム 
  [9月3日(火)14:00-16:00土佐堀YMCA3階] 

  主席者：小森会長、岩原、工藤、只野 
６．第15回中西部会・合同メネット会参加予定者の確認 

[9月17日(土)10:00-18:00ホテルクライトン新大阪] 

７．阿南へ行こう参加予定者の確認 

  [9月23日-24日(金・土)YMCA阿南国際海洋センター] 

８ 月 

 

宝塚クラブ石田由美子メン(右)と生嶋恵美子様(左) 

 

関学三田キャンパスフラサークル「マハロ」の３名 

   

 



 

＜アンニョンKOREA＞               岩田 晋 
～韓国の石に見る日本～ 

皇紀2600年記念の残滓 
 

「皇紀2600年」という言葉をご存知でしょうか。1940(昭

和15)年が神武天皇即位から2600年目に当るということで

当時の日本政府が様々な行事を行ない、全国各地ではモニ

ュメントが造られました。日本の神社にこれを記念する多

くの鳥居を見ることが出来ます。当時、日本統治下にあっ

た韓国でも行事が行なわれたことは当時の新聞で知ること

が出来ます。しかし、神社が取り壊され、多くの記念碑が

撤去されてしまった今日の韓国ですが、唯一、皇紀2600年

の記念碑が残っているところがあります。日本人観光客で

賑わう釜山の中心街から地下鉄で30分ほど行くと、東莱温

泉がありますが、温泉街を抜け出た山沿いに広大な公園が

広がります。山全体が公園ですから、その広さは推して知

るべしです。この公園の渓谷沿いに登山道を登って行くと、

綺麗に加工された巨大な花崗岩が目に入ります。縦3m横6m

の岩の表面は２段に分けられ、上段には「皇紀二千六百年

紀念碑」、下段には「金剛園誌」という題目があり、漢字と

片仮名混用の178文字が陰刻されています。（↗） 
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[International]  

 

 
≪皇紀二千六百年≫と読める 

 

（↗）内容を要約すると、「この辺り一帯は釜山の東原嘉次

郎の所有する大庭園だったが、皇紀2600年を記念して、誰も

が遊覧観光を楽しめるようにと、この土地の所有者、東原が

全園を東莱邑に寄付したので、これを記念して当公園の由来

を記す」というもので、末尾の文面から、1940年 11月10日

に邑長の山口精が建てたことがわかります。日本の敗戦が決

まるや、文字の表面にセメントが塗り込められましたが、長

い歳月とともにセメントは剥落し、文字が読める状態になっ

ています。 登山を楽しむ釜山市民の皆さんはこの巨大な記念

碑の岩をどのような眼で見ているのでしょうか。 

8月15日は日本では終戦記念日。韓国では日本の支配から

解放された光復節(Kwang-bok-cheol)。植民地とは一体何だっ

たのでしょうか。具体的史実を積み重ねることによって、植

民地支配の多面的な問題点を浮かび上がらせてくれるものの

ひとつが、今に残る≪石≫なのです。過去を知り、未来を考

えるためにも、「韓国に残る日本の石」にも目を向けてみる必

要があるのではないでしょうか。 

ソウル聖岩クラブ訪問 

岩田 晋 

7月22日(金)、ソウルの宿所から聖岩クラブの梁さんに電

話をすると「ウエルカム！」のひと言。夕方、南営にあるク

ラブのオフィスを訪ねました。聖岩クラブは、名古屋クラブ

50周年記念行事の時に初めて接したクラブで、私が韓国生活

の4年間、オブザーバーとして例会でお世話になりましたの

で、懐かしさもひとしおです。丁度この日は、新年度の役員

会があり、なつかしいメンバーに加え、新メンバーの役員の

皆さんに会うことができました。役員会終了後、近くの食堂

で会食となり、楽しいひと時を過ごすことが出来ました。こ

のクラブも世代交代の時期に来ていること、旧来メンバーが

新役員会をバックアップしようとしている意気込みを強く感

じました。  

渓谷の上に横たわる巨大な岩は記念碑 
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■第２２１回大阪ＹＭＣＡ早天祈祷会 
日時： ９月１６日 (金) ７：３０～８：３０ 

場所： 大阪YMCA会館10Ｆチャペル 

証し： 海老原道宣さん  

（学校法人大阪福島キリスト教学園 愛輝幼稚園園長） 
 

■大阪ＹＭＣA第１７回チャリティーラン２０１１ 
日時： １０月１０日 (祝・月) 

場所： 大阪城公園 

 

■土佐堀ＹＭＣＡ第9回とさぼりカーニバル 
日時： １１月３日 (祝・木) 

場所： 大阪YMCA会館 

ＹＭＣＡニュース 

＜今月の題字写真＞ 床几（しょうぎ）昔の家には大抵軒

先に床几台があった。風呂上がり浴衣団扇で夕涼み、子ど

もらは線香花火と西瓜割り。暑かった夏が去って行く。（Ｙ） 

13日 北村詔四      14日 今村良子 

15日 只野美保      18日 福永 勝    

▽ ９月の予定 

▽ １０月の予定 

▽ ９月の誕生日おめでとう 

▽ ９月の結婚記念日おめでとう 

14日 只野準一・美保 
 

18(火)クラブ例会(18:30～)      土佐堀YMCA902号室 

25日(火)第二例会・役員会(18：30～)    奥田事務所 

25日(火)ブリテン委員会(19：30～)     奥田事務所 

 
第 24回アジア大会報告 

灰谷 隅夫 
8月 5日から 8日まで台湾・宜蘭において第 24回アジア

大会が開催された。 
8月 4日、関空 11時 20分発のCX565便で台北に 13時 10

分着。空港から世界遺産の『故宮博物館』へ車で直行して
見学後、ホテルにチェックインする。その夜、岡野君と 2
人で市内のレストランで開催された台北セントラルクラブ
主催のＩＢＣナイトに出席した。 
大会は、8月 5日 14時の開会式に始まり、音楽演奏、基

調講演、伝統芸術の発表に続いて、直前アジア会長の挨拶
のあと、晩餐会となった。約700名の参加者が一堂に集ま
り、素晴らしい夕食会であった。そのあと、再度ＩＢＣの
集いがもたれ、トライアングルのクラブの参加もあり、賑
やかな会合になった。土佐堀クラブのＩＢＣからは台北セ
ントラル、香港ビクトリア、シンガポールベータの各クラ
ブが参加していた。 
翌 6日、朝の礼拝、次期アジアエリア役員による報告が

あり、フォーラムは、EMC、CS、TOF、IBCに分かれての
分団協議であった。午後は、エクスカーションで、国立伝
統芸術センター、蘭陽博物館、三清宮とウイスキー蒸留所、
等のコースに分かれて見学。夜は、アジア会長の夕べで、
ドラム演奏とライオンダンスで始まり、アジア会長のスピ
ーチのあと、盛大に晩餐会が開催された。ユースプログラ
ムの報告会があり、あとはダンスに興じ、楽しい時間を持
つことが出来た。 

8月 7日、朝のリラックス体操と日曜礼拝に参加した。Ａ
ＹＣレポート、フォーラムレポートのあと、今回のアジア
大会のハイライトである会長交代式が行われ、アジア会長
職が東日本区の高田会長から次期会長のタイ・バンコクの
ウィッチャン氏に引継がれた。次回の第25回アジア大会（フ
ィリピン）と、第 70回国際大会（ノルウェイ）のプログラ
ムが紹介され、次期アジア会長の所信表明があって、大会
は無事閉会した。その晩は、西日本区からＡＹＣに参加し
たユースメンバーを招待して懇親会を持った。今回の大会
は、宜蘭のシルクスプレイス ホテルが会場で、宿泊も同ホ
テルだったので大変楽であった。 

8月 8日、宜蘭から専用バスで台北に向かい、台北市内観
光、中正記念堂、龍山寺、総督府等を見学し、昼食は、小
龍包で有名な縣泰豊でいただき、台北空港を出発。19時 40
分無事関空へ帰着、本当に楽しい旅であった。 

3日(土)中西部YYフォーラム(14：00～)土佐堀YMCA302号 

17日(土) 合同メネット会（10：30～） 

中西部会（14:00～）    ﾎﾃﾙ･ｸﾗｲﾄﾝ新大阪 

20日(火)クラブ例会(18:30～)    土佐堀YMCA902号室 

23-24日(金･土)阿南へ行こう   YMCA阿南国際海洋ｾﾝﾀｰ 

27日(火)第二例会・役員会(18：30～)    奥田事務所 

27日(火)ブリテン委員会(19：30～)     奥田事務所 

編集後記 今回は報告や寄稿が沢山あり、嬉しい悲鳴をあ

げております！！（光）  

８月例会出席者数 
メンバー   13 名 

メネット    2 名 

コメット    0 名 

ビジター    23 名 

ゲ ス ト    17 名 

出席者合計  55 名 

８月例会出席率 
会員例会出席者 13 名 

メーキャップ  2 名 

合  計   15 名 

現会員数   20 名 

出席率対象数 18 名 

出 席 率  83.3％ 

Ｂ Ｆ 
切 手    0 pt 

現 金    0 pt 

 

 

 

今 期 合 計  0 p t 

ニコニコ 
8 月 分   0 円      

 

 

 

 

今期合計 7,000 円 

TOSファンド 
8 月 分    0 円 

今 期 累 計   0 円 

 

 

 

残高合計  1,245,144円 


